
3.2 予測 

3.2.1 予測手法 

(１)トンネル風の減衰パラメータ 

トンネル坑口から標準区間にかけて吹き抜けるトンネル風速を計算する際の減衰パラメー

タは、以下から設定しました。 

換算交通量 風速階級 
風向区分 

風下風 向い風 追い風 風上風 

1000 台/時以下

0～1.0m/s 0.013 

1.1～2.0m/s 0.013 0.013 0.013 0.027 

2.1m/s～ 0.027 0.029 0.027 0.05 

1001 台/時以上

0～1.0m/s 0.0076 

1.1～2.0m/s 0.0078 0.0078 0.0078 0.013 

2.1～3.0m/s 0.013 0.013 0.013 0.027 

3.1m/s～ 0.027 0.029 0.027 0.05 

資料：「道路環境影響評価の技術手法(平成 24 年度版)」(平成 25年３月 国土技術政策総合研究所)

(２)拡散パラメータ 

噴流モデルの拡散パラメータは以下から設定しました。 

【弱風時】 

パラメータ
換算交通量 

α β γ 

1000 台/時以下 0.00137 0.00039 2.18 

1001 台/時以上 0.00092 0.00026 2.03 

資料：「道路環境影響評価の技術手法(平成 24 年度版)」(平成 25年３月 国土技術政策総合研究所)

【有風時】 

換算交通量 風速階級 α β 
γ 

風下風 向い風 追い風 風上風

1000 台/時以下
1.1～2.0m/s 0.00076 0.00047 2.18 2.32 2.25 2.50 

2.1m/s～ 0.00040 0.00062 2.58 2.65 2.64 2.84 

1001 台/時以上

1.1～2.0m/s 0.00137 0.00039 2.03 2.03 2.03 2.18 

2.1～3.0m/s 0.00076 0.00047 2.18 2.32 2.25 2.50 

3.1m/s～ 0.00040 0.00062 2.58 2.65 2.64 2.84 

資料：「道路環境影響評価の技術手法(平成 24 年度版)」(平成 25年３月 国土技術政策総合研究所)
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3.2.2 予測の条件 

(１)車種構成及び排出係数 

自動車交通の排出係数は、「平成 27年度都内自動車排出係数」(平成 29年 11月 東京都環

境局)及び南多摩尾根幹線（稲城市百村～多摩市聖ケ丘丁目間）現道の車種構成比を用いて表

3.2-1 及び表 3.2-2 に示すとおり設定しました。 

また、予測地点ごとの排出係数については、「道路環境影響評価の技術手法(平成 24 年度

版)」（平成 25 年３月 国土交通省国土技術総合研究所)を参考に、表 3.2-3 に示すとおり縦断

勾配の補正を行いました。 

表 3.2-1 排出係数の算出 

2030 年 NOX PM 

(H42) a0 a1 a2 a3 a0 a1 a2 a3

乗用車 -6.1134E-03 3.8646E-04 -2.1113E-06 1.7034E-01 -6.1134E-03 3.8646E-04 -2.1113E-06 1.7034E-01

バス 1.0868E+00 -1.7144E-02 9.4014E-05 2.2345E+00 1.0868E+00 -1.7144E-02 9.4014E-05 2.2345E+00

小型貨物 8.3326E-02 -1.4777E-03 1.1817E-05 2.3263E-01 8.3326E-02 -1.4777E-03 1.1817E-05 2.3263E-01

普通貨物 7.4271E-01 -1.1722E-02 6.4439E-05 1.5285E+00 7.4271E-01 -1.1722E-02 6.4439E-05 1.5285E+00

排出係数 EF= a0V+a1*V+a2*V2+a3/V 

資料：「平成 27 年度都内自動車排出係数」(平成 29 年 11 月 東京都環境局) 

表 3.2-2 排出係数の算出 

昼間 夜間

22 26

車種別台数(台) 小型車 乗用車 12,488 5,285

(稲城市民センター 小型貨物 4,278 1364

入口交差点東側Ｃ断面 大型車 バス 246 71

現地調査結果) 普通貨物 2,484 1141

車種構成比 小型車 乗用車 0.745 0.795

小型貨物 0.255 0.205

大型車 バス 0.090 0.059

普通貨物 0.910 0.941

排出係数NOx(g/km・台) 小型車 乗用車 0.0091 0.0091

(車種別・速度別) 小型貨物 0.0671 0.0618

大型車 バス 0.8567 0.7906

普通貨物 0.5855 0.5403

排出係数SPM(g/km・台) 小型車 乗用車 0.0006 0.0005

(車種別・速度別) 小型貨物 0.0004 0.0004

大型車 バス 0.0028 0.0027

普通貨物 0.0020 0.0019

排出係数NOx(g/km・台) 小型車 0.0239 0.0199

(車種構成比を考慮) 大型車 0.6099 0.5549

排出係数SPM(g/km・台) 小型車 0.0005 0.0005

(車種構成比を考慮) 大型車 0.0021 0.0020

時間区分

旅行速度V(現地調査結果)(km/h)
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表 3.2-3(1) 排出係数の縦断勾配補正係数 

車種 速度区分 勾配 i(%) 
窒素酸化物 
補正係数 

浮遊粒子状物質
補正係数 

小型車類 

60km/h 未満 
0＜i≦4 
-4≦i＜0 

1+0.40i 
1+0.08i 

1+0.50i 
1+0.08i 

60km/h 以上 
0＜i≦4 

-4≦i＜0 
1+0.31i 
1+0.16i 

1+0.76i 
1+0.13i 

大型車類 

60km/h 未満 
0＜i≦4 

-4≦i＜0 
1+0.52i 
1+0.15i 

1+0.25i 
1+0.11i 

60km/h 以上 
0＜i≦4 

-4≦i＜0 
1+0.49i 
1+0.20i 

1+0.39i 
1+0.12i 

資料：「道路環境影響評価の技術手法(平成 24 年度版)」(平成 25年３月 国土技術政策総合研究所)

表 3.2-3(2) 縦断勾配補正後の排出係数 

                                  （単位：g/km・台） 
縦断勾配 排出係数（縦断勾配補正後） 排出係数（縦断勾配補正前）

予測地点 (%) 物質 昼間 夜間 昼間 夜間
北側 南側 北側 南側 北側 南側

小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車

① 本線 2.4 -2.4 NOx 0.0468 1.3711 0.0193 0.3903 0.0390 1.2474 0.0161 0.3551 0.0239 0.6099 0.0199 0.5549

聖ケ丘 (明かり部) SPM 0.0011 0.0034 0.0004 0.0015 0.0011 0.0032 0.0004 0.0015 0.0005 0.0021 0.0005 0.0020

四丁目 本線 -4.0 4.0 NOx 0.0163 0.2440 0.0621 1.8785 0.0135 0.2220 0.0517 1.7091 0.0239 0.6099 0.0199 0.5549

付近 (トンネル部) SPM 0.0003 0.0012 0.0015 0.0042 0.0003 0.0011 0.0015 0.0040 0.0005 0.0021 0.0005 0.0020

連結側道 4.7 -5.0 NOx 0.0621 1.8785 0.0163 0.2440 0.0517 1.7091 0.0135 0.2220 0.0239 0.6099 0.0199 0.5549

SPM 0.0015 0.0042 0.0003 0.0012 0.0015 0.0040 0.0003 0.0011 0.0005 0.0021 0.0005 0.0020

② 本線 -2.4 2.4 NOx 0.0193 0.3903 0.0468 1.3711 0.0161 0.3551 0.0390 1.2474 0.0239 0.6099 0.0199 0.5549

長峰 (明かり部) SPM 0.0004 0.0015 0.0011 0.0034 0.0004 0.0015 0.0011 0.0032 0.0005 0.0021 0.0005 0.0020

三丁目 本線 -0.3 0.3 NOx 0.0233 0.5825 0.0268 0.7050 0.0194 0.5299 0.0223 0.6415 0.0239 0.6099 0.0199 0.5549

付近 (トンネル部) SPM 0.0005 0.0020 0.0006 0.0023 0.0005 0.0019 0.0006 0.0022 0.0005 0.0021 0.0005 0.0020

連結側道 -5.6 5.6 NOx 0.0163 0.2440 0.0621 1.8785 0.0135 0.2220 0.0517 1.7091 0.0239 0.6099 0.0199 0.5549

SPM 0.0003 0.0012 0.0015 0.0042 0.0003 0.0011 0.0015 0.0040 0.0005 0.0021 0.0005 0.0020

③向陽台小学校付近 -4.9 4.9 NOx 0.0163 0.2440 0.0621 1.8785 0.0135 0.2220 0.0517 1.7091 0.0239 0.6099 0.0199 0.5549

SPM 0.0003 0.0012 0.0015 0.0042 0.0003 0.0011 0.0015 0.0040 0.0005 0.0021 0.0005 0.0020

④川北下付近 -2.5 2.5 NOx 0.0191 0.3812 0.0478 1.4028 0.0159 0.3468 0.0398 1.2763 0.0239 0.6099 0.0199 0.5549

SPM 0.0004 0.0015 0.0011 0.0034 0.0004 0.0015 0.0011 0.0033 0.0005 0.0021 0.0005 0.0020

⑤竪谷戸交差点付近 -5.0 5.0 NOx 0.0163 0.2440 0.0621 1.8785 0.0135 0.2220 0.0517 1.7091 0.0239 0.6099 0.0199 0.5549

SPM 0.0003 0.0012 0.0015 0.0042 0.0003 0.0011 0.0015 0.0040 0.0005 0.0021 0.0005 0.0020

注）縦断勾配が±4％を超える場合は、±4％の補正係数を用いました。
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(２)窒素酸化物(NOx)から二酸化窒素(NO2)への変換 

NOx 濃度から NO2濃度への変換式は、「道路環境影響評価の技術手法(平成 24年度版)」に基

づき、表 3.2-4 に示す東京都内の大気汚染常時測定局の自排局及び一般局の平成 20 年度から

平成 29 年度までの 10 年間の測定値を用いて、道路の影響と考えられる NOx 及び NO2濃度を

算出し回帰分析を行いました。 

NOx 濃度と NO2濃度の関係は図 3.2-1 に、変換式は以下に示すとおりです。 

変換式 [NO2]＝0.0552[NOx]0.260（1－[NOx]BG／[NOx]T）
1.285  （r＝0.94、n＝258）

ここで、 

[NO2] :二酸化窒素(NO2)の計画道路の付加濃度 (ppm) 

[NOx] :窒素酸化物(NOx)の計画道路の付加濃度(ppm) 

[NOx]BG :窒素酸化物(NOx)のバックグラウンド濃度(ppm) 

[NOx]T :窒素酸化物(NOx)のバックグラウンド濃度と計画道路の 

付加濃度の合計値(ppm) [NOx]T＝[NOx]BG＋[NOx] 
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図 3.2-1 窒素酸化物(NOx)と二酸化窒素(NO2)の関係 ※自動車排ガスに起因する濃度 
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表 3.2-4 回帰分析に用いた自排局と一般局の組み合わせ 

所在地 
（区市） 

測定局名 
（自動車排出ガス測定局） 

測定局名 
（一般環境大気測定局） 

千代田区 日比谷交差点 千代田区神田司町 

国設霞が関 千代田区神田司町 

国設北の丸 千代田区神田司町 

中央区 永代通り新川 中央区晴海 

港区 第一京浜高輪 港区高輪、港区白金、港区台場 

新宿区 国設新宿 国設東京（新宿） 

新目白通り下落合 国設東京（新宿） 

文京区 春日通り大塚 文京区本駒込 

江東区 京葉道路亀戸 江東区大島 

三ツ目通り辰巳 江東区大島 

品川区 北品川交差点 品川区豊町 

中原口交差点 品川区豊町 

目黒区 山手通り大坂橋 目黒区碑文谷 

環七通り柿の木坂 目黒区碑文谷 

大田区 環七通り松原橋 大田区東糀谷 

中原街道南千束 大田区東糀谷 

環八通り千鳥 大田区東糀谷 

世田谷区 玉川通り上馬 世田谷区世田谷、世田谷区成城 

環八通り八幡山 世田谷区世田谷、世田谷区成城 

渋谷区 甲州街道大原 渋谷区宇田川町 

中野区 山手通り東中野 中野区若宮 

杉並区 早稲田通り下井草 杉並区久我山 

板橋区 中山道大和町 板橋区本町、板橋区氷川町、板橋区氷川町

足立区 日光街道梅島 足立区西新井、足立区綾瀬 

葛飾区 環七通り亀有 葛飾区鎌倉、葛飾区水元公園 

八王子市 八木町 片倉町、館町、大楽寺町、川口町 

下柚木 片倉町、館町、大楽寺町、川口町 

打越町 片倉町、館町、大楽寺町、川口町 

武蔵野市 五日市街道武蔵境 武蔵野市関前 

西東京市 青梅街道柳沢 西東京市田無町、西東京市下保谷 

   ※自排局と同一区市の一般局を用いました。なお、同一区市に一般局が複数ある場合は一般局の平均値を用いました。 
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(３)NOx、SPM の日平均値から年平均値への換算式 

NOx 及び SPM の日平均値から年平均値への換算式は、「道路環境影響評価の技術手法(平成

24 年度版)」に基づき、表 3.2-4 に示す東京都の大気汚染常時測定局の自排局及び一般局の

平成 20 年度から平成 29年度までの 10年間の測定値を用いて、道路の影響と考えられる年平

均値を算出し、回帰分析を行いました。 

NO2濃度の年平均値と日平均値の年間 98%値との関係は図 3.2-2 に、SPM 濃度の年平均値と

日平均値の年間 98%値との関係は図 3.2-3 に示すとおりです。 

NO2日平均値の年間 98%値＝a（[NO2]BG＋[NO2]R）＋b 

a＝1.261＋0.380×exp(－[NO2]R／[NO2]BG） 

b＝0.0003＋0.007×exp（－[NO2]R／[NO2]BG） 

ここで、 

[NO2]R ： 二酸化窒素の計画道路の付加濃度の年平均値(ppm) 

[NO2]BG ： 二酸化窒素のバックグラウンド濃度の年平均値(ppm) 
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図 3.2-2 二酸化窒素(NO2)と日平均値の年間 98%値の関係 
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SPM 日平均値の年間 2%除外値＝a（[SPM]BG＋[SPM]R）＋b 

a＝1.414＋0.358×exp（－[SPM]R／[SPM]BG） 

b＝0.004＋0.008×exp（－[SPM]R／[SPM]BG） 

ここで、 

[NO2]R  ： 浮遊粒子状物質の計画道路の付加濃度の年平均値(mg/m3) 

[NO2]BG  ： 浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度の年平均値(mg/m3) 
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図 3.2-3 浮遊粒子状物質(SPM)と日平均値の年間 2%除外値の関係 
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(４)気象条件 

ア 風向・風速 

計画道路及びその周辺における一般局は、多摩市愛宕測定局(計画道路まで約 2.9km)があ

ります。 

計画道路の一般環境調査地点の地点１及び地点２と多摩市愛宕測定局とのベクトル相関

(現地調査期間：平成 28年の冬季から秋季の四季)は、表 3.2-5 に示すとおりです。 

表 3.2-5 気象(風向・風速)のベクトル相関 

現地調査地点 多摩市愛宕測定局 

一般環境 No.１ 
（卵の広場公園） 

0.899 

一般環境 No.２ 
（稲城第一中学校） 

0.811 

出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル[新版]」（平成 12 年 12 月 公害研究対策センター） 

【ベクトル相関】
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イ 異常年検定 

多摩市愛宕測定局の気象データについて、「道路環境影響評価の技術手法(平成 24年度版)」

を参考に 1.0%棄却で次に示す統計手法により異常年検定を行った結果、平成 29年度データ

は過去 10年間と比較して異常な値は認められなかった。検定結果は表 3.2-6 に示すとおりで

す。 

＜F分布棄却検定法＞ 

この方法は、正規分布をなす母集団から取り出した標本のうち、不良標本と見られるもの

を X0、その他を X1、X2、・・Xi・・Xnとした場合、平均値に有意な差がないと仮説し、有意な

差があれば X0を棄却するという方法です。 

資料：「窒素酸化物総量規制マニュアル[新版]」(平成 12 年 12 月 公害研究対策センター) 

仮説：不良標本 0X とその他の標本の平均値X との間に有意な差はないとする。 

0H ： XX0  







 



n

1i
i n/XX

0F を計算する。

  
  2

2
0

0 S1n
XX1nF


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1i

2
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2 nXXS -1 

0F ：標本から計算した F の値

2S ：標本の分散

自由度 11  、 1n2  を求める。

有意水準（危険率） を決め、F 分布表より  


1

2
F の値を求める。

0F と  


1

2
F を比較して、

 


1

2
FF0  ならば仮説棄却： 0H ： XX0  は棄却

 


1

2
FF0  ならば仮説棄却： 0H ： XX0  は採択

危険率 での棄却限界を求めるには、  


1

2
FF0  とおいて、 0X を計算すればよい。

 
   αF

1n
1nSXX 1

2

ν
ν0 




危険率 は 1％とした。  


1

2
F の値は F 分布表より

  56.1001.0F1
9 
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%
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資
料
：「

大
気
汚
染
測
定
結
果
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
(
平
成

3
0
年

12
月
閲
覧
 東

京
都
環
境
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
)
 

「
窒
素
酸
化
物
総
量
規
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
[新

版
]
」
(平

成
12

年
12

月
 公

害
研
究
対
策
セ
ン
タ
ー
) 

備
考
：
表
中
の

C
は
静
穏
（
ca
l
m、

0.
4
m
/s

以
下
）
を
示
し
ま
す
。
 

 
 
 「

道
路
環
境
影
響
評
価
の
技
術
手
法
(
平
成

24
年
度
版
)
」
(平

成
25

年
３
月
 国

土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
)に

基
づ
き
、
有
意
水
準

1.
0%
と
し
ま
し
た
。
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